
「遺跡分布地図からみる広島」 レジュメ 

2013.1.26 

（財）広島市未来都市創造財団 文化財課  玉置和弘 

 

はじめに 

前回 広島市内には開発に伴って様々な遺跡が調査された遺跡について主に紹介 

今回 調査済の遺跡以外に地中に残されている遺跡も含め、その分布をテーマとする。 

広島市内における遺跡の分布及びその立地を時代毎にみることによって、広島の遺跡の特徴を大雑把に見ること

ができる。 

 

＜１ 遺跡の概要＞ 

＜１－１遺跡とは何か＞ 

遺跡とは「過去の人が活動した場のあと」 

ただし、大地に痕跡をとどめ、研究・保護の対象となるもののみ遺跡と認識」（佐原真） 

 

遺跡は遺物と遺構に分けられる。 

遺構―「当時の地表に構築され地面に人為的に掘り込まれた穴や溝、住居のなどや地上に人為的に造作された構

築物を通して人々の行動や生活の痕跡をとどめるもの」→要するに不動産 

遺物―「道具器装飾具武器などの人工品。衣食住に利用して不要な部分を捨てた動植物の遺体、加工のために持

ち込んだ鉱物」 

 

＜１－２遺跡の種類＞ 

遺跡の種類について（文化庁 埋蔵文化財の届け出・通知の別記４より） 

「散布地、集落跡、貝塚、都城跡、官衙跡、城館跡、社寺跡、古墳、横穴墓、その他の墓、その他の遺跡」 

 

＜１－３遺跡を調査するには＞ 

遺跡を調査するには 

埋蔵文化財は国の法律「文化財保護法」で守られ、勝手に掘ってはいけない。 

遺跡を土木工事する場合は文化庁に事前の届け出が必要 

 

＜１－４ どうやって遺跡がわかるのか？＞ 

ではどうやってこの埋蔵文化財包蔵地＝遺跡のある場所がわかるのか 

広島市の場合、「広島市遺跡分布地図」に掲載 

分布調査を行って、各教育委員会があらかじめ遺跡の場所を把握している。 

 

＜１－５ 遺跡の分布調査とは＞ 

遺跡の場所を把握するために行うのが分布調査である。「踏査」と同じ意味。 

ヤマに入り、地形を見たり、斜面に平坦なところがあったり、土が盛り上がっているところで石が露出していた

りするところを見て、確認する。 

土器のかけらが見つかったり、古墳山城などの存在を確認したりする。⇒遺跡！ 

 

＜１－６ 遺跡はいくつあるのか？＞ 

 分布調査で確認された遺跡に調査済の遺跡を加えたものが遺跡の総数。 

広島市域＝広島湾頭（広島市内・府中町・海田町）が対象 

 

 



 

ただし、カウントにあたっては 

①「遺跡の内容は問わない」→「一時的に暮らした」「長い時代住んでいた」でも一つの遺跡でカウントする 

②「遺跡の性格は問わない」→「大規模遺跡」「遺物が見つかっただけの遺跡」でも一つの遺跡でカウントする 

③「遺跡の連続性がない場合は同一地点でも別遺跡と考える」 

※遺跡数としては二重にカウントしないが、時代が連続する遺跡は別のドットを入れる。 

④「同一のものが群となっている遺跡は一つの遺跡でカウントする」（群集する古墳や中世古墓を古墳群（古墓群）

として一つと考え、広島城遺跡も一つに統一） 

⑤「近代以降の遺跡は今回対象から外す」 

 

以上を踏まえると、広島市域＝広島湾頭（広島市内・府中町・海田町）の遺跡合計数は約７７３遺跡（重複を数

えなければ約１０９０遺跡） 

 

 

＜２ 遺跡の分布の全体像 時代毎整理＞ 

今から、この遺跡についてその分布を時代毎（２）と場所毎（３）に見ていきます。 

 

（注）遺跡がある→その時代に人が暮らしていたことは確か。 

遺跡がない→その時代に人が暮らしていなかったとは断定できない。 

ただ、発掘調査例が増えると、傾向が見えてくる。あくまで全体的な雰囲気を探っていく。 

 

市内の全時代の遺跡分布からわかること 

まず気づくのは 

１ 旧市内のほとんど、及び海岸線には遺跡がない。 

２ 現在の海岸線から少し奥まった個所の河川近くに遺跡が固まっている。 

３ 色（時代）ごとに固まっているようにも見える。 

 

＜２－１ 遺跡の分布の全体像 旧石器＞（約 12000年前頃まで）、 

旧石器時代の遺跡はほとんどない。広島市内では、八幡川流域に偏っている。 

2万年前までは大陸と陸続きで、1万年前瀬戸内海ははるかかなたにあった。 

広島県内では県東北部の帝釈峡流域の石灰岩の洞窟岩陰などに遺跡がある。 

太田川上流には旧石器の遺跡があるが、縄文時代以降徐々に下流域に広がる。 

 

＜２－２ 遺跡の分布の全体像 縄文時代＞（約 12000年～2300年前頃） 

縄文時代の遺跡は少ない。単発的に遺跡などから遺物が見つかることがある。多いのは八幡川流域。 

縄文時代早期（約 8000年前頃）には、広島湾沿岸はまだ、陸地であったと考えられており、狩猟・採集を中心と

した生活と考えられる。早期終わりから前期にかけて（約 6000年前頃）に海水面がさらに上昇し、ほぼ現在の瀬

戸内海ができ、漁撈も生活の中で大きな割合を占めていく。晩期（約 3000年前頃）頃までに沖積平地の形成も進

んだと考えられる。 

 

＜２－３ 遺跡の分布の全体像 弥生時代＞（約 2300年～約 1750年前頃） 

弥生時代の遺跡は非常に多い。前期・中期のものは少ないが、弥生時代後半になると特に増え、人口が増加した

ようである。分布をみると、河川の周囲が目立つ。その周囲の小丘陵上から住居跡や墳墓群が発見されることが

多い。定住をして農業に依存した生活を送っていたようであるが、田んぼは見つかっていないが周囲にあったと

考えられる。 

 

 



＜２－４ 遺跡の分布の全体像 古墳時代＞（約 1750年～約 1400年前頃） 

遺跡は多いがそのほとんどが古墳で住居跡はほとんどない。分布をみると、河川の周囲に河口部・山間部と広が

っているが、前期・中期の古墳は河口部の丘陵上に築かれた近隣のムラが連合して形成されたクニの首長や一族

の大規模古墳である。やがて中期にはやや規模が大きくなり、武具などが副葬されるようになる。一方、後期に

なると、横穴式石室を埋葬施設とする古墳が主流となり、奥地へと移動し、数が急増し小型古墳が群集する。 

 

＜２－５ 遺跡の分布の全体像 古代＞（約 1400年～約 800年前頃） 

遺跡は少ない。府中町に偏って分布するが、安芸の国府があったためである。広島市内には畿内と九州を結ぶ山

陽道が通っていたことから、その沿線に建物跡や駅家、官道跡などの遺跡が出土する。 

 

＜２－６ 遺跡の分布の全体像 中世＞（約 800年～約400年前頃） 

遺跡は多い。古墓もあるが、そのほとんどが山城で、広島市内の広範囲に分布する。ただ、その立地は当時の道

筋や河川の合流点などの交通の要衝に作られている。 

 

＜２－７ 遺跡の分布の全体像 近世＞（約 400年～約150年前頃） 

遺跡は少ない。広島城の関連の遺跡、古墓などがある。広島城の遺跡は何度も調査しているが、それ以外の場所

を発掘した例は少ない。 

 

 

＜３ 遺跡分布から見た各エリア＞ 

＜始める前に＞ 

広島湾頭は、川で言うと西から三筋川（下流では岡の下川）、八幡川、太田川、温品川（下流では府中大川）、瀬

野川、矢野川が瀬戸内海にそそぐ。それぞれの川とその支流の流域を中心に遺跡が分布する。 

このなかで、太田川流域（太田川は広島市内のみ）、八幡川流域、瀬野川流域を中心とした地域を扱えば、広島市

内の主だった遺跡の配置を見ることができる。状況により他の流域も扱う。 

 

 

＜３－１ 遺跡分布地図から見た八幡川 ＞ 

湯来町を源とする八幡川は、窓ヶ山山麓沿いに東流の後

に南流し、下流で石内川と合流して海に注ぐ。合流点付

近までは、６０００年前くらいまでは海であったが、そ

の後海退現象により下流域（五日市方面）まで広がり、

縄文晩期あたりには肥沃な沖積平野が広がっていたと考

えられる。八幡川に注ぐ小河川によって山塊部分が削り

取られ、無数の尾根が造られている。八幡川は江戸時代

前半に現在の流路になるまでは、三筋川の方向へ直進し

ていた。遺跡の分布と照らし合わせると、川の周囲には

肥沃な土地が広がっており、その土地の生産力が強力な

権力の地盤となる。倉重向山古墳などがそれにあたる。 

 

＜３－１－１ 八幡川流域 旧石器＞ 

単発的に遺跡などから遺物が見つかることがある。広島市内では、実はこの八幡川流域に偏っている。 

●下沖 5号遺跡（佐伯区石内）…広島市最古の石器（ナイフ形石器）が発見されている。 

 

＜３－１－２ 八幡川流域 縄文時代＞ 

貝塚が見られないことから、縄文早期はまだこのあたりは陸地化していたようである。 

●円明寺遺跡（佐伯区三宅）…縄文時代各期土器の破片などが出土、貝塚なし 



●利松住吉遺跡（佐伯区石内）…縄文早期の遺跡、石鏃などの石器、土器の破片などが出土、貝塚なし 

 

 ＜３－１－３ 八幡川流域 弥生時代＞ 

●稗畑遺跡（佐伯区倉重）…五日市を望む高台にある集落跡 

●浄安寺遺跡（佐伯区石内）…石内川を望む標高 110ｍ高台にある弥生の大規模集落群 

●平尾遺跡（佐伯区石内）…石内川を望む小丘陵にある墳墓群 

 

 ＜３－１－４ 八幡川流域 古墳時代＞ 

●倉重向山第 1号古墳（佐伯区倉重）…八幡川

を望む市内最大級の前方後円墳（前期古墳） 

●城ノ下第 1号古墳（佐伯区口和田）…八幡川

を望む円墳。金銅製飾りが出土（中期古墳）[写

真右] 

●和田古墳（佐伯区石内）…八幡川を望む古墳。

須恵器や馬具が出土（後期古墳） 

 

 ＜３－１－５ 八幡川流域 古代＞ 

●中垣内遺跡（佐伯区三宅）…古代山陽道沿い

にある駅家と考えられる遺跡。掘立柱建物跡、

古代の瓦が出土 

●下沖 2号遺跡（佐伯区石内）…石内川付近に立地。古代山陽道沿いにある建物跡などの遺跡 

 

 ＜３－１－６ 八幡川流域 中世＞ 

●池田城跡（佐伯区城山）…山陽道の通る五日

市の小丘陵にある山城 

●有井城跡（佐伯区石内）…石内川付近の小丘

陵にある山城。石内拠点の豪族小幡氏の本拠城。

館の機能もあり。[写真右] 

●串山城跡（佐伯区石内）…石内川付近の小丘

陵にある山城 

●今市城跡（佐伯区石内）…石内川付近の丘陵

上にある山城 

 

 

＜３－２ 遺跡分布地図から見た瀬野川 ＞ 

賀茂台地の西部に端を発する瀬野川は、支

流を合流させつつ、北東から南西へ約 23k

ｍ流れて海田湾に注いでいる。瀬野川をは

さんだ両岸は、山がそびえ、小尾根がせり

出している。瀬野川に注ぐ小河川沿いに小

規模な扇状地や沖積地が形成されている。

しかし、瀬野川は水流が急なため、河口の

沖積平野はそれほど広がらず小河川沿いに

狭い平地が形成されていた。 

 

＜３－２－１ 瀬野川流域 旧石器＞ 

特になし 

 



＜３－２－２ 瀬野川流域 縄文＞ 

●三谷遺跡（安芸区中野東）…早期の土器片が出土 

●畑谷貝塚（海田町三迫）…姫島産黒耀石の石鏃や貝が出土 

 

＜３－２－３ 瀬野川流域 弥生＞ 

●成岡 B地点遺跡（安芸区中野東）…土壙墓や土器棺墓等からなる中期後半から古墳時代初頭までの墓地 

●成岡 A地点遺跡（安芸区中野東）…低丘陵に位

置する。竪穴住居跡等を確認。終末～古墳時代初

頭の集落遺跡  

●段之原山遺跡（安芸区上瀬野町）…低丘陵に位

置する。竪穴住跡等を確認。後期～古墳時代前期

の集落遺跡 

●三谷遺跡（安芸区中野東）…緩斜面に位置し、

大型の竪穴住居跡等を確認。中期末～古墳時代初

頭の集落遺跡[写真右] 

 

＜３－２－４ 瀬野川流域 古墳＞ 

●成岡古墳（安芸区中野東）…小丘陵にある 4基からなる前期古墳。古墳第 2号古墳の石棺からは人骨が出土。

●上安井古墳（海田町東海田）…小丘陵にある前期古墳（4世紀前半）。竪穴式石室を埋葬施設とする円墳 

●新宮古墳（安芸区船越）…高台にある後期古墳。横穴式石室を埋葬施設し、首飾り等が出土。6世紀中頃 

●畝観音免古墳群（海田町畝）…瀬野川流域最大規模の後期古墳、第 1・２号古墳が県指定史跡 

 

＜３－２－５ 瀬野川流域 古代＞ 

特になし 

 

＜３－２－６ 瀬野川流域 中世＞ 

●鳥籠山城跡（安芸区畑賀）…瀬野川と畑賀川を見下ろす高台にある山城。中野拠点の豪族阿曽沼氏の本拠城 

●三ツ城跡（安芸区瀬野）…瀬野川流域を見下ろす高台にある山城。輸入陶磁器などが出土 

 

 

＜３－３ 遺跡分布地図から見た太田川 ＞ 

中国山地を水源として南東に流れてきた太田川は可部地区で南に進路を変えて三篠川と合流し、広島湾へ流れ込

む。ただし、狭隘な平野部は幾度も氾濫を

繰り返し、流路を変えたため、この辺りは

主要な耕作地とはならなかった。東西に連

なる比較的安定した小河川が多く入り込み、

小河谷は耕作地となる。そのため、低丘陵

（その尾根上にあたる場所）が多く造られ

ている。 

太田川は江戸時代初頭に現在の流路になる

までは、西側を通っていた。遺跡の分布と

照らし合わせると、川の周囲には肥沃な土

地が広がっており、その土地の生産力が強

力な権力の地盤となる。中小田第 1号古墳

などがそれにあたる。 

 

 

 



 

＜３－３－１ 太田川流域 旧石器＞ 

特になし 

 

＜３－３－２ 太田川流域 縄文時代＞ 

特になし 

 

＜３－３－３ 太田川流域 弥生＞ 

●毘沙門台東遺跡（安佐南区毘沙門台東）…太

田川を望む高台にある大規模集落[写真右上] 

●大町七九谷遺跡（安佐南区大町）…太田川を

望む高台にある弥生集落と墳墓群[写真右下] 

●梨ケ谷遺跡（安佐北区口田）…太田川を望む

小丘陵にある集落跡と墳墓群 

●西山貝塚（東区戸坂他）…太田川を望む標高

261ｍ高台にある弥生集落。高地性集落と考えら

れている。 

 

＜３－３－４ 太田川流域 古墳＞ 

●中小田第 1号古墳（安佐北区口田南）…太田

川を望む前方後円墳。国指定史跡。三角縁神獣

鏡が出土 

●宇那木山第 2号古墳（安佐南区緑井）…太田

川を望む前方後円墳。画文帯神獣鏡が出土 

●神宮山第 1号古墳（安佐南区緑井）…太田川

を望む前方後円墳 

●長尾第 1号古墳（東区戸坂町）…太田川を望む市内最大の前方後円墳。広島市指定史跡 

●寺山第 1号古墳（安佐南区山本）…太田川を望む円墳 

●別所古墳（安佐南区八木）…太田川西岸の遺跡。横穴式石室 

●可部古墳群（安佐北区可部）…いくつかの古墳群の総称で、全部で 80基確認されている。 

●塔の岡古墳群（安佐北区白木町）…白木地区の群集墳で、1・6号が調査され、多数の須恵器などが出土 

 

＜３－３－５ 太田川流域 古代＞ 

●権地古墓（安佐南区長束西）…平安時代の地方役人の墓。ベルトの一部である石帯が出土した 

 

＜３－３－６ 太田川流域 中世＞ 

●金山城跡（安佐南区祇園町他）…安芸分郡守護武田氏の居城。広島県指定史跡 

●国重城跡（安佐南区沼田町）…武田氏一族の居城とされる山城 

●高松山城跡（安佐北区可部）…熊谷氏の居城だった展望のよい山城。広島県指定史跡 

●トンガ坊城跡（安佐北区可部）…根ノ谷川を望む高台にある山城 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

＜３－４ 遺跡分布地図から見たその他流域 ＞ 

＜３－４－１ その他流域 旧石器＞ 

特になし 

 

＜３－４－２ その他流域 縄文時代＞ 

●牛田早稲田山遺跡（東区牛田早稲田）…土器や石器が出土した早期の遺跡。貝塚はない。 

●比治山貝塚（南区比治山本町）…後期・晩期に属する。海産のハマグリ・カキ・アサリなどの貝類が出土 

●中山貝塚（東区中山東）…晩期以降の遺跡。海産の貝類が出土 

●矢野小学校校庭遺跡（安芸区矢野西）…早期と後期・晩期の土器片が出土 

 

＜３－４－３ その他流域 弥生時代＞ 

●中山貝塚（東区中山東）…縄文晩期から弥生中

期まで続く遺跡。淡水産の貝類などが出土 

●牛田早稲田遺跡（東区牛田早稲田）…広島湾全

体を見下ろせる弥生時代後期の集落跡[写真右] 

●梶木貝塚（安芸区矢野町）…土器片・石庖丁・

磨製石斧などが出土。谷奥にある前期の遺跡 

●岡谷遺跡（安芸区矢野南）…中期末の土坑を確

認集落跡 

 

＜３－４－４ その他流域 古墳時代＞ 

●狐が城古墳（安芸区矢野西）…広島湾を望む高台に位置する直径約31ｍの円墳。墳丘からは円筒埴輪の破片な

どが出土。5世紀中葉 
●西尾古墳(安芸区矢野東）…南北20ｍ・東西14ｍの円墳。埋葬施設は竪穴式石室で武器が出土。5世紀後半 
●北尾古墳（安芸区矢野東）…横穴式石室を埋葬施設とする後期古墳。玄室床面に 3枚の板石を敷いている。 

 

＜３－４－５ その他流域 古代＞ 

●下岡田遺跡（府中町）…安芸の国府近くにある遺跡で、安芸駅の跡と考えられる。重圏文軒丸瓦・重廓文軒平

瓦が出土 

●道隆寺廃寺（府中町）…7 世紀中葉の素弁八葉蓮

華文軒丸瓦が出土。伝光見寺跡の瓦と同様新羅系の

瓦と考えられている。 

 

＜３－４－６ その他流域 中世＞ 

●永町山城跡（東区温品）…温品の谷沿いに位置す

る独立丘陵上に立つ山城[写真右] 

●出張城跡（府中町）…独立丘陵上に立つ山城。白

井氏の居城と伝わる。 

●矢野城跡（安芸区矢野）…標高 465ｍに位置する

野間氏の山城。県指定史跡 

●仁保城跡（南区仁保）…広島湾内にある島に立つ山城。白井氏の居城と伝わる。 

 

 

 

 

 

 



 

＜おわりに 遺跡分布から見た広島 ＞ 

１ 旧市内のほとんど、及び海岸線には遺跡がない。 

２ 現在の海岸線から少し奥まった個所の河川近くに遺跡が固まっている。 

３ 色（時代）ごとに固まっているようにも見える。 

→以上１～３の理由としては、広島の遺跡は、その地形的条件に制約を受けて作られているからである。 

 

★縄文時代以前の遺跡 

データが少ないが、ある程度の人が定住をせずに暮らしていたようである。遺跡は各所に散在している。 

 

★弥生時代の遺跡 

弥生時代は、農業に依存した食糧生産を基盤とする新

しい生活形態に移行した時代 

広島市域では、次第に定住生活が始まるが、大河川の

平地は氾濫原であるため、可耕地を望む小高い丘の上

に住居を作った。→広島市内の弥生集落の特徴 

弥生集落の遺跡は、標高がすべてでない。比高が重要。

西山遺跡は高地性集落（標高 261ｍ）であるが、毘沙

門台遺跡群は高い標高（約 100ｍ）ではあるが比高は

低い遺跡。その他、遺跡には日照条件などが重要にな

り、分布に影響している。 

 

★古墳時代の遺跡 

前期～中期においては、いずれも眼下の沖積平野を見下ろす小高い丘に作られる。 

丘陵上には古墳が築かれたため、集落は丘陵上から低地へ移ったと考えられている。 

後期になると、中小首長の台頭により可部や白木に集中的に密集する。 

 

★古代の遺跡 

律令体制の確立により、山陽道が東西に通る。府中に国府がおかれて交通の要衝となり、府中を中心に街道沿い

に遺跡が残されているが数が少ない。寺院跡の遺跡が残されている。 

 

★中世の遺跡 

山城は、よく見ると当時の道筋や河川の合流点などの交通の要衝に作られている。山城の用途により、山の頂上

部にも作られる。 

 

★近世の遺跡 

広島城の遺跡は何度も調査しているが、発掘を行った遺跡は少なく、一部古墓などの調査を行ったのみである。 

 

 

究極の疑問―「なぜ弥生・古墳・中世山城以外の遺跡が少ないか？」 

広島は平野が少ないため、どの時代も平野部を開発がするため、遺跡が残されていない。 

 

現在との共通点―「なぜ昭和 40年代以降、弥生・古墳・中世山城が見つかるのか？」 

平野が開発されつくされたため、現在日当たりのよい尾根を開発しているから。そこはかつて古代人の暮らしが

あった好立地であった。分布を見れば、昔の理想的環境がわかる。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

広島市内の遺跡 

赤：弥生時代以前、青：古墳時代、紫：古代、緑：中世、黄色：近世 


